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いぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室の設置について（案）
～今こそ、元気に、たちあがろう、いぶり！～

平成３０年１１月２２日

胆 振 総 合 振 興 局

本道過去最大の震度７を記録する「北海道胆振東部地震」からの復旧・
復興を迅速かつ強力に推進するため、胆振総合振興局内に次のとおり「い
ぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室」を設置する。

１ 目的
胆振管内における被災地域の災害復旧の迅速な実施とともに、地元市

町や関係機関等と一体となって、復興に向け、地域特性を活かした総合
的な地域振興策を展開し、胆振東部地震災害復興支援室（道総合政策部）
と連携を図りながら、胆振地域の一日も早い復興を図る。

２ 業務内容
（１）北海道胆振東部地震被災地域復旧・復興推進胆振地方本部の運営
（２）「いぶりＯＮＥ復興プロジェクト」として行う次に掲げる事業の

支援や推進管理
ア 安全・安心な生活や地域を支える社会資本や産業基盤の復興
イ 地域の特色を活かした食と観光の振興
ウ 地域の未来を担う人材の育成

（３）被災自治体の復興事業等の支援
（４）胆振地域の復興に関する国等の関係機関との連絡調整

３ 組織体制
別紙のとおり

４ 設置
平成３０年１１月２２日

復興プロジェクト
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（別紙）
組 織 体 制

振興局長

副局長

【いぶりＯＮＥ復興プロジェクト推進室】

室長 主幹（企画調整）
※兼地域創生部長 ※兼地域政策課長

主幹（地域振興）
※兼総合政策部地域創生局胆振東部地震復興支援室地域振興Ｇ主幹

一般職
※兼総合政策部地域創生局胆振東部地震復興支援室地域振興Ｇ

主幹（地域行政・防災）
※兼地域政策課主幹

＜分掌事務＞

■胆振東部地震被災地域復旧・復興推進胆振地方本部の運営

■振興局各部各課が「いぶりＯＮＥ復興プロジェクト」とし

て行う各種事業の支援や推進管理

■被災自治体が行う復興事業等の支援

■国などの関係機関との連絡調整

復旧・復興に係る業務の機動力をより高めるため、

被災地に近い胆振総合振興局苫小牧合同庁舎に

「苫小牧サテライトオフィス」を設置


